
244. 滋賀県出土の木製盟

1.はじめに

昨年度の理蔵文化財研究集会において、「古代の木製

食器jが取り上げられ、全国の資料が集成された。筆

者も縁あってこの資料集成に参加させていただき、滋

費県内の資料を集めていく過程で多くの示唆を得た。

本稿では、滋賀県内出土の組製木製容器、いわゆる

「盤Jを集成し、今後の研究の一助としたい。しかし、

「盤Jという言葉が指す器形に関してはいまだ統一さ

された見解がもたれていないのが現状である。①「白木

作りの粗製剤物容器Jとして一括される場合が多く見

受けられるが、そこには平面方形で側揺が逆台形のも

の、同じく側聞が方形のもの、平面楕円形で大きな取

手を持つもの、薄くて平面がほぼ円形のものなど、明

らかに加の系統として認識すべき器種が含まれている。

そこで本稿では、その中からまず、函 1に示したよう

な「器高が低く、平間形がほぼ円形であるものJを取

り上げ、以下これを f木製血jと呼称して集成を行う。

2.滋賀県出土の木製皿

木製皿は、横木取りで器商が低く、ほぽ円形である。

口縁部端部に部を持つ。しばしば底部内部に、多数の

刃傷がみられる。「春日物Jとして報告されている場合に

は、外側面に「ハツリ痕」が残っていることが多い。

また「挽物Jとして報告される場合には、底部内閣ι
ろくろ

同心円状の明瞭な加工痕が残り、底部外面には離櫨の

爪痕が見られることがある。②

表は、滋賀県下における木製皿の出土遺跡一覧、及

び出土遺物個々の法量である。遺物の所属時期に関し

ては各報告書の記載に従った。日?至。器高については、

報告書に法量が明示されている場合はそれに従い、記

載が無い場合には掲載されている実測図から復元@計

滅して提示した。

この一覧表から、弥生時代中期にまで遡る出土例は

現在のところ見られない、ということがわかる。弥生

時代後期から古墳時代中期に属する出土例は入江内湖

遺跡、松原内湖遺跡、赤野井湾遺跡などの湖底遺跡を

中心に見られるが、数は少ない。 6世紀末以降に出土

例が増加し、特に 8"-'9世紀の出土例が、全体の半分

以上を占めている。 10世紀以降は、 13世紀頃まで出土
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例が無い。 13"-'15世紀には僅かに出土例が見られる。

弥生時代から古墳時代中期の出土例はすべて包含層

からの出土であり、遺構からの出土を見るのはやはり

6世紀末以降である。ほとんどが溝からの出土で、井

戸などからの出土が若干ある。

出土遺跡、は、湖東から湖南東部に多い。湖南西部か

ら湖西地域では、 8世紀以降に出土例を見ることがで

きる。

法量については、入江内湖遺跡出土のものが器高 4

cm、口径40cmを越える大型品であるが、これ以外はほ

ぼ器高 2cm以下、口径28cm以下で、近似している。

図2のグラフは、表中で 6"-'9世紀に属するものの

うち、器高と口径がともにわかるものを法量分和で示

したものである。これを見ると、大きくこ群に分かれ

ている。一方は器高1.2cmを中心として 1"-'2 cm、口径

は23cmを中心に19"-'27cmの範囲の一群、もう一方は器

高 1cm前後で口径12'"'-'13cmの一群で、ほとんどが前者

の範囲に含まれる。かなり偏った印象である。土器の

ように焼いたり乾かしたりする手間はいらず、窯も必

要ない。「割物jならば道具はごく鰐単なものでよかろ

うし、口筏ももっとバリエーションが存在しでもよい

のではないか。

3.若干の予察

以上を基に、若干の予察を加えてみたい。

法量について、同時期の食器である須恵器と比較し

てみる。木製皿の出現が実質的に確認できるのは 6世

紀末以降で、その盛期は 8"-'9世紀である。この時期、

すでに須恵器生産は拡大しており、特に 7世紀にはほ

ぼ郡程度の地域毎に須恵器生産地が開窯している。し

かし、滋賀県下においては須恵器に血が見られない。

よって無台杯身について考察すると、その口径の法量

分布のピークは 6世紀末"-'7世紀にかけては10cm前後、

7世紀末'"'-'8世紀にかけては12'"'-'13cm前後であること

が指橋.されている。③木製皿の日後の中心を成す23cm

前後の範囲においては杯身は生産されておらず、逆に

須恵器の中心である10"-'13cmの範屈では、木製車lは筑

摩湖岸遺跡や木部遺跡において若干出土するだけであ

る。

このように、須恵器と木製血では法量的に占める位

置が異なる。これは、須恵器において血が見られない

ことと関係しているのではないかと考えられる。すな



遺跡名 所在地 遺構 層位 口怪 i器高
12C時~期13C 

樹種 搬告書問O.

滋賀里遺跡 大津市 |茶褐色砂路震 9. 2 1.4 
2 滋賀里遺跡 大津市 灰色砂層 19.2 1.8 9C 
3 穴太遺跡 大津市 包含層 23. 4 1.6 2 
4 穴太遺跡 大津市 SDOl 25. 0 1.2 2 
5 野畑遺跡 大津市 SDI001 上層 21. 6 1.8 8C---9C 3 
6 野畑遺跡 大津市 SDI001 上層 32. 5 1. 1 8C---9C 3 
7 野畑遺跡 大津市 SDI001 上麗 23. 0 1.5 8C---9C 3 

野畑遺跡 大津市 SDI001 上属 20. 0 1.8 8C，，-，9C 
野畑遺跡 大津市 SDI001 上層 23. 2 1. 1 8C"-'9C 3 

10 松原内湖遺跡 彦根市 T2第 2層 * 1.6 6C以降

11 松原内湖遺跡 彦根市 T5第 l層 26. 0 1.6 弥生後? スギ 4 
12 松原内湖遺跡 彦根市 T2第 2層 26. 9 1.3 6C以蜂

13 松原内湖遺跡 彦根市 T7第 2題 25. 0 1.6 弥生後~古墳 スギ 4 
14 十里町遺跡 長浜市 暗灰色粘質土 * 1.5 5 
15 森・八角堂遺跡 長浜市 スクモ層 23. 0 1.6 9C後 6 
16 森・八角堂遺跡 長浜市 スクモ層 25. 0 1. 1 9C後 8 
17 森・八角堂遺跡 長浜市 スクモ層 24. 0 2.0 9C後 6 
18 神2章、寺坊遺跡 長浜市 SD3 * 1.4 9C? 7 
19 神照寺坊遺跡 長浜市 SD3 * 1.3 9C? 7 
20 観者堂廃寺遺跡 草津市 S06 灰黒色粘土麗 24. 0 1.7 7C末"-'8C末 8 
21 御倉遺跡 草津市 包含層 23. 7 1.6 古墳後~奈良 スギ 9 
22 矢倉口遺跡 草津市 SE05 盟膳 19.8 O. 7 .9C中---9C末 10 
23 赤野井湾遺跡 守山市 包含麗 I層 26. 2 1.8 弥生末~古墳初 スギ 11 
24 赤野井湾遺跡 守山市 包含層下層 27. 0 1.6 弥生末~古墳初 スギ 12 
25 大宮遺跡 守山市 !日河道 23. 3 1.0 13C---15C 13 
26 木部遺跡 中主町 S04114 12. 1 1.2 6C末---8C末 14 
27 木部遺跡 中主町 S04114 12.5 1. 1 6C末---8C末 14 
28 斗西遺跡 能登川町 S002…5N 中関 23. 6 1.3 古墳IlIJ---中 スギ 15 
29 斗西遺跡 能登川町 SD02…i 下層 * 1.3 古墳IlIJ スギ 15 

斗西遺跡 能登川町 SDOI-9 3層下位北屑 22. 9 * 7C---8C 
ススギギ

16 
斗西遺跡 能登川町 SDOl-9 3層 24.3 1.2 8C，，-，9C 16 

32 斗部遺跡 能登川町 SOOI-9 4層 26.2 1.2 古墳"-'8C スギ 16 
33 斗西遺跡 能登川町 SDOI-2 3層 24. 4 1.3 8C スギ 16 
34 斗酉遺跡 能登川町 SDOl-9 3層 25.0 * 9C スギ 16 
35 斗商遺跡 能登川町 SDOl-6 4層上位 * * 8C ヒノキ 16 
36 斗商遺跡 能登川町 S001-4，5 4層 * * 6C'""8C スギ 16 
37 斗茜遺跡 能登川町 SOOI司 6 3閣 * * 8C---9C スギ 16 
38 斗西遺跡 能登川町 SOOI-3 3 }欝 26. 3 1.3 8C スギ 16 
39 斗四遺跡 能登川町 SDOl-9 4届 * * 古墳---8C スギ 16 
40 斗西遺跡 能登川町 SD01-9 4層 26. 9 1.8 8C スギ 16 
41 斗西遺跡 能登川町 SOOI町 3 3麗 26. 1 1.6 7C'"'-'8C スギ 16 
42 斗西追跡 能登川町 SOOI-8 3臆 26. 8 1.4 7C'"'-'8C スギ 16 
43 斗西遺跡 能登川町 SOOI-4 3層 24. 6 1.3 7C---8C スギ 16 
44 斗西遺跡 能埜川町 SDOI-4 3層東屑 24. 1 * 8C スギ 16 
45 筑摩湖岸遺跡 米原町 灰色粘土層 11. 6 O. 6 8C'""9C 17 
46 入江内湖遺跡 米原町 第W層 43.6 4.0 古墳前 スギ 18 
47 下定使遺跡 米原町 砂層 25. 0 1.4 19 
48 t!J:継遺跡 近江町 包含層 23. 2 1.3 8C後'"'-'9C中

2220 2 1 49 小荒路十寺遺跡 マキノ町 黒灰邑砂質土 21. 5 1.5 9C初---9C中
50 伊井永田遺跡 今津町 包含属 20. 5 1.0 8C9=1 ヒノキ

51 伊井永田遺跡 今津町 包含層 23.0 1.5 8C中 ヒノキ 22 
52 伊井永田遺跡 今津町 包含層 20. 5 1.2 8C中 ヒノキ 22 
53 伊丹:永罰遺跡 今津町 包含膳 20. 3 1.5 8C中 ヒノキ 22 
54 鴨遺跡 品島町 落ち込み 17.2 1.2 9C 23 

表木製品出土遺跡一覧
(法量の単位はcm、報告書No.は参考文献の番号に対応)

2 -





わち、土器の杯類と木製の皿とによって食膳具のセッ

トが成立していたのではないかということである。木

製血にも須恵器と一連の規格が要求され、グラフに見

られるような口径の偏りが生じているのではないか。

また、前述のように加工痕の在り方の違いでf剖物J
と「挽物jが判断されているが、同日物Jとされている

ものも、同じ円形の「春日物jである椀や鉢などと比較

すると、器形や器壁の薄さなど、むしろ「挽物jに近

い。木製皿が多く製作されていた時期に須窓器生産が

拡大しており、鱗櫨はそれほど珍しい道具ではなかっ

たことから、基本的に木製皿の製作には糠櫨が使用さ

れていたのではないかと思われる。加工痕の違いは、

「割物Jと「挽物j という根本的な製作技法の差では

なく、むしろ加工工程の差なのではないだろうか。糠

轍を用いて製作し、外側聞の糠櫨挽きを省略した結果、

「割物Jに見えてしまうのではないか。

4. おわりに

以上、滋賀県内の木製皿について集成を行ない、若

干の予察を行なってみた。しかし、検討すべき問題点

は数多い。

ここでは須恵、器との関連を想定したがJ土器jと「木

器jとを併用して食膳呉のセットを構成することがあ

るのか、つまり木製皿は食器なのか、という陪題を無

視することはできない。都城においては、食膳呉のセ

ットには土器の血が組み込まれており、かつ木製皿も

出土している。よって、用途の違いも想定し得る。こ

の点、については、都城とその周辺における土器皿と木

製盟との法量分布を調べ、滋賀照内における在り方と

比較することで、今後検討を加えていきたいと思う。

i擁轍の使用に関しては、これまでの出土例を詳細に

観察・検討して、加工工程の復元を試みることが必要

であろう。また、須恵器工人との関わりや出土遺跡の

分布についても検討を加えるべきである。

本稿を著すに当たって、(財・)滋賀県文化財保護協会

の畑中英二氏には多大な御教示を賜わった。記して謝

辞と し た い。(岡万弘史)
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